
発達障がい児の支援

第一部 事業紹介



社会福祉法人 萌葱の郷 めぶき園

〒879-7306
大分県豊後大野市犬飼町下津尾4355番地10
TEL097－578－0818 FAX097－578－0819

自閉症者が生き生きと生活できる場を目指して

平成３年開園

知的障がい者更生施設

３０名定員

（男性２４名女性６名）

ショートステイ 8名

利用者の９割が自閉症
の診断を受けている

平均年齢３２歳



こどもデイサービスセンター なごみ園
こどもの育ちと暮らしを考える

〒８７９－７３０４

大分県豊後大野市犬飼町大寒２１４９－１

TEL 097－586-8070 FAX 097-586-8071

平成１３年開園

児童デイサービス

１０名定員（登録６５名）

年齢 ２～１８歳
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入室環境
見通し（構造化）の工夫

足マーク

シール帳



スケジュール
視覚的配慮



なごみ園の週間スケジュール
月 火 水 木 金 土

幼児

（動作）

幼児 幼児

（動作）

幼児 幼児

（母子
交流）

学童

学童 学童 学童

（養護）

学童

（SST）
学童 学童

※ 毎月第4土曜日 なごみの会



なごみ園の日程
時間（午前） 時間(午後） 内容

午前９：３０ 午後３：００ 自由遊び

午前１１：００ 午後４：００ 集団活動

午前１１：３０ 午後４：３０ トイレ おやつ

午前１２：００ 午後５：００ お集まり 降園
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なごみ園の支援方針
～ 安心感をベースに ～

①発達支援・・・個別支援プログラム

②才能支援・・・学習能力の開発

③家庭支援・・・保護者から兄妹まで

④地域交流・・・関係機関連携

⑤心のケア・・・プログラムの調整

目標と情報の共有（チーム支援）



ホームヘルプサービスセンターらすかる
地域生活を豊かにする

①身体の介護に関すること ②家事に関すること

③相談、助言に関すること

④外出時における移動の介護等、外出時の付き添いに関すること

⑤乗降の介助に関すること ⑥行動障害の援護に関すること

平成１７年開所

利用者の９割が
幼児から成人ま
での自閉症



ライフステージに通じた生活支援を目指して

＋

＋

＝
幼児から大人までライフステージに通じたKNOW-HOWの提供

めぶき園（成人入所）

なごみ園（幼児・学童通園）

らすかる（在宅支援）

（支援センター イコール）



大分県発達障がい支援センター イコール

〒８７９－７３０４

大分県豊後大野市犬飼町大寒2149－1
TEL ０９７－５８６－８０８０
FAX ０９７－５８６－８０７１

http://www.moeginosato.net
E-mail ecoal@moeginosato.net

平成１７年開所

職員体制（４名）

センター長、心理判定員

ソーシャルワーカー２名

（療育支援担当、就労支援担当）



イコールの専門性とは

私たちは、「本物の支援を行うためには、①先の見通しを
正しく持つこと②本人と周囲との通訳を行うことが大切であ
ると考えています。「本人の将来の姿を想定した上で、今、
どんな支援が必要であるのか」、「本人が周りに理解して欲
しいこと、周りが本人に期待していることはどのようなことな
のか」。このような疑問に対してライフステージを見通した視
点を持ちながら、これまで関わってきた多くの事例を交えて
アドバイスさせていただくことが、私たちの仕事です。みなさ
んの「今」だけでなく、「これから」にも悩みや不安がありまし
たら、是非、イコールまでご相談ください。



発達障がい者支援センター
ゼネラリストとしての専門性

支援の内容

１、相談支援（本人、家族、支援者）

２、療育支援（保健所、学校、施設）

３、就労支援（企業、作業所、職リハ）

４、普及啓発及び研修

（講演会、研修会、ガイド本作成）

＋ 本人団体（自閉症協会）への支援

WANT（NEED）→PLAN→DO



ゼネラリストとスペシャリスト

Â ゼネラリストとは・・・統括支援を考える

本人のライフステージを見通した視点を持ち、こ
れまで関わってきた多くの事例を交えながら、必
要とされていること等の相談や支援情報を提示
する専門家（ゼネラリスト故に、１つの方法にこだわらないこと）

Â スペシャリストとは・・・部分支援を行う

今、必要とされている支援ニーズに応える専門
家（医師、心理士、ST、OT、保育士、教諭、看護
師、介護士、社会福祉士、指導員etc）



大分県発達障がい者療育専門員養成研修

スペシャリストとして活躍されている方々に、ゼネラリストとしての視点を養成

初級（６講義、３機関現場視察研修）
講義：県障害福祉課、県特別支援教育推進室、国立病院機構

社会福祉法人、日本自閉症協会大分県支部
視察研修先：医療機関、特別支援学校、児童デイケア
イコール（自閉症専門施設、児童デイサービス）

中級（４講義、５日間の実務研修）
講義：県特別支援教育推進室、国立病院機構、社会福祉法人
実務研修先：イコール（自閉症専門施設、児童デイサービス）

上級（４回以上の事例検討会、研修会参加）

大分県発達障がい療育専門員（スーパーバイザー）資格

【目的】 この研修は実践現場で発達障がい児（者）の医療・保健・福祉・教育・労働の各分野において支
援を行っているスペシャリストの方々に対して、３年の研修期間を経て発達障がい児（者）のライフス
テージを見通した相談、支援を行うことが出来るゼネラリストとしての視点を養成するものです。

【実施主体】 大分県発達障がい者支援センター連絡協議会



本人団体（親の会への支援）

日本自閉症協会大分県支部

成人部会：保護者会、講演会、協会行事など

年少部会：保護者会、キャンプ、レク活動など

高機能・アスペルガー部会：保護者会、レク活動など



発達障がい者支援ガイド

＜内容＞ 発達障がい早見表、
発達障がいの特徴と対応、ライ
フステージ早見表、ライフストー
リー紹介、相談機関一覧、療育
機関一覧、親の会一覧、療育
手帳と受給証の請求方法、保
険の紹介、サポートブックの紹
介、コミュニケーション支援ボー
ドの紹介、本人発言、参考図書
とホームページの紹介、発達障
がい者支援センター全国一覧、
イコールからのメッセージ



自閉症発達支援マニュアル

もくじ
第1章 自閉症とは

第2章 自閉症の特徴

第3章 心の育ち

第4章 有効な関わり

第5章 支援者の五箇条

第6章 理解のための

トレーニング方法

第7章 みんなの願い



発達障がい児の支援

第二部 特性の理解と

コミュニケーション支援



Q 発達とは？

新生児期、乳児期、幼児期、児童期、思春期、
青年期、中年期、壮年期、老年期といった「ライフ
サイクル」、つまり、人間が生まれから、成長→老
い→死を迎えるまでの身体的・生理的・精神的変
化を「発達」と呼んでいます。

↓

誰もが発達の過程の中に居るとともに、
「発達＝楽になる」ということではない

発達＝発達段階に応じて対応を変えていく配慮が大切



Q 発達障がいとは？

先天的に脳の機能的な問題が原因となり、発達
過程の中で、育ちにくさや特異性が伴う。

例えば、

コミュニケーション（言葉の遅れ、会話が成立しにくい）

集団適応（友達と遊べない、集団に合わせにくい）

知覚過敏（音や臭い、触られることに過敏に反応する）

多動（落ち着きがない、集中できにくい）

認知面（読み書き計算が困難、突出して良い） など・・・。



発達障がい者支援法
（H17.4.1)での定義

この法律において「発達障
害」とは、自閉症、アスペル
ガー症候群その他の広汎性
発達障害、学習障害、注意
欠陥多動性障害その他これ
に類する脳機能の障害で
あってその症状が通常低年
齢において発現するものと
して政令で定めるものをいう



Q 発達障がいの原因は？

○ 脳の中枢神経系の機能障害

脳幹障害説、海馬障害説、小脳障害説

前頭前野障害説、扁桃体-辺緑系障害説
たばこ・アルコールの影響とか、遺伝も・・・。

他に疑わしい原因説もありますので、気を
つけましょう



自閉症スペクトラム

Â 同じ自閉症でも「高機能自閉症」や「アスペル
ガー症候群」など、いろいろな診断名があります。
それらを１つの連続した症状として捉えた時の
表現が「自閉症スペクトラム」であり、自閉症に
類似した特徴を有する障がいとして広く捉えた
時に「広汎性発達障がい」と診断されます。



伝えることが苦手な、広汎性発達障がい（自閉症）

基本的な特徴

①社会性の障がい ②コミュニケーションの障がい ③こだわり等の行動障がい

具体的な悩み＝集団や状況が理解できにくい

人との関わりが苦手、ことばの発達の遅れ、感覚・知的機能のアンバランス、

集団や状況に合わせにくい、 変化に対する不安や抵抗（こだわり）、

対応・関わり

①不安になっている刺激から守る ②見通しを持ちやすいように構造化する

③他者との間で心の通訳をする ④本人と周りとの関係調整を行う




